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矢吹町区長会

回 覧

令和元年年度行政区長意見交換会が行われました!!

９月２６日、２７日、３０日にかけて、町内３ヶ所にて、行政区長同士による地

域内のまちづくりに関する意見交換会が行われました。 この意見交換会は、

行政区長の皆様が、区長業務として地域づくりを総括してきた中で生じた悩み、

課題、問題点等を区長同士で情報共有し、地域協働によ り解決する、又は解

決に向けたきっかけとなるよう意見交換を行うことを目的に開催され、今年で

４回目となりました。

夜分にも関わらず、多くの行政区長が参加し、「地域に関する悩み」や「行政

区活動の手法」などについて、各区長が活発に意見交換され、今後の地域

づくりにつながる意見交換会となりました。

ご出席されました行政区長の皆様、大変お疲れ様でした!!

意見交換会の内容については、次のとおりになります。

・広報等を班長宅に配るとき留守が多い。班長宅に広報配達時に受ける箱があれば助かる。

【行政区活動に関すること】

・前に集会所敷地の舗装工事を行った。予算が無いので、助成金がもらえるなら助かる。

・地域で防災マップづくりは良いと思う。地域内の危険な箇所、井戸水、避難場所な
ど把握、周知することは必要だ。

・炊き出しのやり方や、避難場所の確認など、日ごろからの備えとして、「防災訓練」
をやった方がいいのではないかと感じた。

【行政区で悩んでいること】

・ 区に加入している人が近所の人に伝えることがなく、転出して空き家の状態だっ
た。地域の安全を管理する行政区長には、連絡をしてほしかった。

・分別されていないごみを分別するのも区長がやっているが、いかがなものか。

１０月１２日から１３日にかけて、東日本を中心に各地を襲った台風１９号による記録的

な豪雨等に伴い、被災された全ての皆様に、心からお見舞い申し上げます。

この度の豪雨被害では、テレビ、新聞等で報道されていますとおり、東日本の多くの市町

村で、河川の氾濫、大規模な浸水、土砂崩れ等が発生しており、本町でも、広報やぶき１１

月号で掲載されていますとおり、町内の各地で、甚大な被害が確認されております。

被災に遭われた方々の生活再建及び地域のインフラなどの復旧、復興が一日も早く進むこ

とを願っております。

矢吹町区長会会長 大野康統

～ 区 長 会 ニュース ～



矢吹町区長会 事務局　（町役場　まちづくり推進課　協働推進係）

住　  所：　矢吹町一本木１０１番地　（矢吹町役場１階　総合窓口奥）

行 政 区 活 動 の ご 紹 介 （ H30年度、R1年度 実施分 か ら ）

　　行政区活動に関するお問い合わせ先

矢吹町行政区活動情報（かわら版）では、各地区（行政区）における活動情報、イベント
情報などを定期的に発行しております。行政区活動の検討、記事掲載をご希望される行政
区がございましたら、お気軽に区長会事務局までご連絡をお願いします。

電　  話：　４２－２１１２ Eメール：　machizukuri@town.yabuki.fukushima.jp

参加された方

施 行 中

R1年度事例① ３区総区 花いっぱい事業

◎これまでの区の課題

３区内にある信号交差点、旧幸福寺沿線で雑草が生えており、地域

住民から、景観が悪いので、芝桜を植栽し、信号待ちの方々にも季節

に咲く花を鑑賞していただきたいと協議してきました。

◎行政区での活動内容

地面を掘削し、防草シートを敷設した後、数種類の芝桜を1200株植栽

しました。

◎事業費及び助成金額

令和元年度・・・252,781円（252,000円町助成）

こちらの行政区では、地域内の町有地の雑草対策について、地域で

景観を良くする取組みとして、多年草である様々な色の芝桜を植栽し、

課題解決に向けて、地域住民(総勢64名)が協力しながら作業を行いま

した。

施 行 後

施 行 中

施 行 中

H30年度事例⑤ 明新区 共有地整備事業

◎これまでの区の課題

朝日山コミュニティ広場（共有地）について、これまで敷砂利となって

いた駐車場を舗装してほしいとの地域要望が多かった。

◎行政区での活動内容

駐車場内に車の回転場を設けるため、コンクリート舗装及び法面の

土留め作業を行いました。

◎事業費及び助成金額

平成30年度・・・340,470円（300,000円町助成）

こちらの行政区では、地域の共有地を利用し易くするため、駐車場の

舗装及び法面の土留めを行った活動です。専門的な部分は、建設資材

購入先から助言をいただきながら、地域住民で作業を行いました。


